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門司港地域複合公共施設整備事業について 
公共事業評価の着手（報告） 

 

  門司港地域複合公共施設整備事業について、令和２年度に完了した基本設計案と今年度

に実施した検証案について、市の財政負担や賑わい創出、市民の安全性、防災などの観点か

ら総合的に検討した結果や建設用地についての土地所有者との協議状況を踏まえて、公共

事業評価の手続きに着手する。  
１． 基本設計案と検証案の比較 
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 比較項目 基本計画 基本設計案 検証案 

財
政
面 

令和２年度ベース 約 64.0 億円 
(H30 年度ベース) 約７９．５億円 約７６．５億円 

令和３年度ベース※1,2   ―※3 約８１．３億円 約７８．３億円 

性
能
面 

にぎわい・回遊性 

  ―※3 

◎ ○ 

安全性（人） ◎ ○ 

安全性（車） ○ ◎ 

防災 〇 ◎ 

ユニバーサルデザイン ◎ ◎ 

維持管理 ○ ◎ 

環境 〇 ◎ 

景観 ◎ ◎ 

 総合評価  ○ ◎ 

検証案で複合公共施設を整備していく方針 

令 和 ４ 年 ２ 月 ９ 日 
都市マネジメント政策課 

資 料 ２ 

※ １ 令和３年度ベースは令和２年度からの物価変動率（２．３％）を想定した整備費 

※2 ＺＥＢ（快適な室内環境を実現しながら建物で消費するエネルギーの収支ゼロを目指した建物）の取組を行う場合は、
別途整備費が必要となるが、ランニングコストを削減できる効果と合わせて今後検討する。 

※ 3 基本計画は具体的な検討を行う基本設計前の段階であるため、現時点での整備費の算出や性能の比較はできない。 
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２． 建設用地についての土地所有者との協議状況 

当初は土地所有者と借地（３，０００万円/年）を前提として協議を進めていたが、市の財政負担軽減

のため、用地の売買についても交渉を続けた結果、土地所有者から本事業が本市にとって重要な事

業であることの認識を得ており、９．７億円での買収を見込んでいる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３． 今後のスケジュール 
 

令和 4 年 2 月 18 日  検討会議 （外部有識者会議） 

令和 4 年 3 月～     パブリックコメント 

令和 4 年～令和 5 年  実施設計 

令和 5 年～令和 8 年  建設工事 

令和 9 年～        供用開始 

 

市の財政負担 

借地 ３，０００万円×８４年※1 ＝ ２５．２億円   

買収※2 ９．７億円   

年度 
H31
（R1） R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 

 
 

        

複合公共施設の建設用地を買収する方針 

※ 1 北九州市市有建築物長寿命化計画より複合公共施設の目標耐用年数「８０年」とし、 
建設期間「４年」を加えたもの 

※ 2 ただし、買収の場合はこれまでの税収（固定資産税・都市計画税）が減となる 

基本設計 検証業務 実施設計 建設工事 供用開始 

公共事業評価 
(事前評価２) 






